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優良賞

　18歳で私は技能実習生として日本に来まし

た。新しい環境や人間関係の中で、たくさんの

人と出会いました。周りには、日本語がとても

流暢で、仕事も早く、ミスの少ない人たちがい

ました。一方で私は、理解を確認するために何

度も聞き返したり、仕事も遅かったりして、迷

惑をかけているのではないかと不安になること

もありました。

　その環境の中で私は無意識に他の人と自分を

比べるようになりました。「どうしてあの人は

あんなに上手に話せるのか」「なぜ自分はこん

なにできないのか」と考えるたびに自信を失

い、気持ちが落ち込むことが増えていきまし

た。特に仕事で失敗した時や日本語でうまく伝

えられなかった時には、「自分はこの環境に向

いていないのではないか」と思うこともありま

した。

　実際には、「アインはすごいね、早いね」と

褒められることもありましたが、素直に受け取

ることができず、心の中では「他の人ならもっ

とできるはずだ」と思っていました。

　そのような比較は、私に大きなプレッシャー

と劣等感を与えていました。私は他の人との差

ばかりに目を向けてしまい、 １人ひとりに異な

るスタート地点があることを忘れていたのです。

　しかしある時、入社したばかりの頃に書いて

いたメモを偶然見返して、私は思わず立ち止ま

りました。以前は難しく感じていた仕事や、何

度も書いて覚えた日本語が、今では自然とでき

るようになっていました。電話の緊張減り、指

示を理解するのに時間も短くなっていました。

その時、初めて「自分も確実に前に進んでい

る」と実感しました。自分は止まっていたわけ

ではなくただ、いつも他人と比べていたため、

自分の成長に気づけなかったのです。

　それから私は考え方を変えました。他人と比

べるのではなく、「昨日の自分」と比べるよう

にしました。今日、少しでも日本語が聞き取れ

たこと、昨日より少しでも仕事ができたこと、

それらをすべて成長として受け止めるようにな

りました。その考えることで気持ちが楽にな

り、前向きに努力できるようになりました。

　そして今では、問題は「比較すること」その

ものではなく、その受け止め方にあると理解し

ています。他人を基準に自分の足りない部分ば

かり見てしまえば、いつまでも自分は不十分だ

と感じてしまいます。しかし、他人を学びの対

象として捉えることができれば自分の成長にも

気づくことができます。

　この経験を通して、私は「比較は悪いことで

はない」が、「自分の価値を下げるために使う

べきではない」ということを学びました。それ

ぞれに異なるペースと道があるからです。

　そして最後に、本当に越えるべき相手は、い

つも自分より優れた同僚ではなく、昨日の自分

自身だと気づきました。

比べるのではなく昨日の自分へ
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